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電気泳動法によるミクロ孔を有する多孔薄膜の作製
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平成１７年度 研究成果

特別電源所在県科学技術振興事業

水溶液中で帯電したセラミックス粉体を電
位差で引きつけ、電極上に堆積させること
で、セラミックス薄膜を成形する技術

長所
電極形状、印加電位で成形体を制御
短所
厚いものは困難

○多孔体の成形をどうするか
○強度を保持できるか

電気泳動堆積法（Electrophoretic Deposition：ＥＰＤ）

エネルギー消費の少ない
分離・抽出技術

ミクロ孔による吸着

研究背景 熱再生可能な無機粉体の利用

研究目的

ステンレスおよびカーボン電極上
ゼオライト－カオリン薄膜の熱処理

ゼオライト-カオリン堆積膜表面（熱処理後）

ゼオライト－カオリン混合粉末による
電気泳動堆積膜の性質

薄膜中のカオリン含有量

○同時堆積
可能
○印加電圧
により含有
量は変動

ゼオライト－カオリン混合溶液での堆積

○堆積量は
印加電圧に
よって制御
可能

ゼオライト単独では、成形
体の形状維持が困難なの
で、熱に強い無機バイン
ダーを添加

→ 電気泳動で同時堆積
できるか

無機
バインダー

ゼオライト

ゼオライトへ無機バインダーを添加

粉砕・混合 熱処理
ゼオライト、無機バインダーとしてカオリンと
の混合粉末を用いて電気泳動堆積膜を作
製し、熱処理後の表面特性を検討する

0

0.05

0.1

0.15

0 50 100 150 200 250

印加電圧/V

堆
積

量
/
g 

c
m

-
2

 

50

55

60

65

70

100 150 200

印加電圧/V

カ
オ

リ
ン

含
有

率
/m

as
s%

ゼオライトｰカオリン堆積膜
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カオリン カオリン
　800℃

ゼオライト ゼオライト
　800℃

ｾﾞｵﾗｲﾄ･ｶｵﾘﾝ
　　800℃

SEM×5000

ゼオライト-カオリン堆積膜試作品

（カップ＆パイプ）


